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人と自動運転車の豊かな共存に関する研究 

Public acceptance of autonomous vehicles in the smart cities of the future 

 

■研究目的 

国交省が描く 2040年の未来社会のビジョンの中で、Human Centric Mobility（人を中心に添え

て設計したクルマ）の開発が重要となっている。人が自動運転車と安全・安心に共存する街づく

りの実現を目指して、自動車メーカと共同で視覚表示を用いた新しいコミュニケーション創出の

研究に取り組んでいる。シンガポールは 2014年から Smart Nation計画を進めており、スマート

シティ先進国と呼ばれ、この分野の先進的な技術と人材が集まり、2022年には街中での実証実験

も計画されている。現地の研究者と協力しながら、スマートシティにおけるモビリティ全般の受

容性と懸念について国を超えて調査し、課題解決のための技術を探る。 

 

■研究方法・研究内容 

モビリティのフロントフェイスのデジタルサイネージ上に、顔や目を使った表情を視覚的に（言

語レスに）表示することにより、モビリティに生物らしさとともに思わず寄り添いたくなる仕掛

けや親和性を実装し、①情報伝達性の検証、および、②このような試みの印象評価と有効性を検

証する。コロナ禍で対面実験が難しいことから、オンライン調査を中心に進めた。2021年度に日

本人 203名に加え、今年度は次のスケジュールでシンガポール人 276名のデータを収集し、比較・

分析を行った。 

7月： 現地大学にて、研究に参加する卒業研究生（および支援費）を募集 

8月： 共同研究者 2名および決定した担当学生 2名の協力を得ながら英語調査の準備 

9月： 現地大学にて、人を対象とする研究の倫理審査の申請準備 

10月： 調査フォームや謝礼（ラッキードロー）の準備 

11月： シンガポール人 276名のデータ収集 

 12月： データ解析とディスカッション 

  1月： 日本人データとの比較と結果まとめ 

 2月： IEEE ITSC 2022に投稿 

 

■研究成果 

 IEEE ITSC 2022 での発表（Evaluating the Use of Graphic Symbols in Autonomous 

Vehicle-To-Pedestrian Communication、TABLE I&II）準備を進めるとともに、統計的な検定を行

い別の角度から結果をまとめ直し、日本の学会誌に原著論文を投稿予定である。 

  

 


